
どのようなときに利⽤できるの︖

利⽤している 先⽣の声

特⻑① 特⻑②

➡ 詳しい操作⼿順は裏⾯をご覧ください。

冬 休 み の 宿 題 を e ラ イ ブ ラ リ に

冬休みは復習してほしいことが多いので、⼀⼈⼀台タブレット端末を
活⽤し、苦⼿や得意にしっかり取り組んでほしい。

eライブラリには９学年分のドリル問題が収録されています。⻑期休
暇中の宿題や⾃主学習におすすめです︕

ドリルや解説教材は⾃由に組み合わせOK
先⽣が教材を選んで出題できるため、授業や
教科書によって進度が異なっても柔軟に課題
を出題することができます。

▲先⽣ページ＞課題機能で復習パックを作成

先⽣

テーマ︓⻑期休暇の宿題、先⽣の業務負担軽減

先⽣の採点業務負担の軽減
先⽣の採点や課題確認の業務軽減に役⽴ちま
す。eライブラリへの取り組み状況も確認で
きます。

冬休み明けの授業にむけた復習⽤課題の例
(中１)

▼児童⽣徒画⾯

▲右図の[課題あり]
選択後の画⾯

eライブラリでできること
９学年57,000問以上のドリル教材で予習復習 ｜ ⾃動採点・⾃動集約で採
点負担の軽減 ｜ 確認テストで単元毎に理解度確認 ｜ 学年・教科をまたい
だ課題出題 ｜ 課題の進捗状況の確認 ｜ 冬休みに絞って個別の取り組み状
況を確認 等
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活⽤事例



◆お問い合わせはこちら
ラインズ株式会社
TEL:0120-49-7130（平⽇9:00〜17:00）FAX:03-6861-6006
https://www.education.jp

ラインズｅライブラリアドバンス

操作動画のご案内

操作⽅法

１．教材を指定して課題を出題する⽅法（3分16秒）

２．出題した課題の取り組み状況を確かめる（1分03秒）

ドリルや解説教材を⾃由
に選んで出題することが
できます

課題の進捗状況はリアル
タイムで確認することが
できます

冬休みにおすすめ︕活⽤⽅法３選

活⽤例

１．これまでの復習課題・冬休み明けの授業に繋がる範囲を出題する

２．⾃習として取り組んだ内容で⾃主性を評価

例１）これまでの学習範囲の中で「ここは押さえてほしい」単元のドリル教材を厳選し出題
例２）冬休み前に単元の確認テストを実施し、その⾃動個別課題を宿題として配信

３．児童⽣徒⼀⼈ひとりの成績を確かめる（1分25秒）

冬休みの期間に絞って取
組状況の確認ができます

上記動画「３．児童⽣徒⼀⼈ひとりの成績を確かめる」の通り、個別の成績確認ができます。
冬休みにどれくらい頑張ったかをeライブラリから読み取ることができます。

３．ダウンロード学習アプリでオフライン学習
学校で教材をダウンロードしておき、オフラインで学習できる機能を利⽤する
（先⽣⽤操作マニュアルは右のQRコードより⼊⼿いただけます）

▲成績確認＞期間＞⽇付で設定可能

※QRコードを読み取ると動画をご覧いただけます


